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 先日，「めむろーど」で開催されたそば祭りに行っ 
てきました。生憎の小雨模様にもかかわらず，会場は 
既に大勢の来場者でいっぱいでした。手打ちそばの試 
食と実演コーナーに分けられており，お客さんが新そ 
ばに舌鼓をうっていました。さっそくごぼう天ぷらそ 
ばを頼んだ。打ちたての歯ごたえと香りの強さととも 
にごぼうの味が口の中に広がり大変美味しかったです。                         

刈り取られたソバ               山勘で「そばクイズ」に参加しましたが，抽選で選ば

れ，代表の村越さんから，からし大根のお土産までいただきました。今年も３年生のそば

打ちの学習を村越さんにお願いしようと計画していたので，新そばへの期待の高まりと同

時に因縁を感じさせる一日でもありました。 
 

春；「３年生もそば作りの手伝いをしてもいいですか」と永山先生の申し入れで，今年の

そば作りが始まりました。 
夏；今年は７月初旬に種を蒔きました。溝つくり係と種まき係，土かぶせ係の３人一組

に分かれました。昨年は，教頭と校長の２人だけの寂しく孤独な作業でしたが，今年は子

どもたちの明るい声が響き渡る楽しい種まきとなりました。笑い声の中に「面白いなあ」

「もう種はないの？」の声が響き，仕事を楽しむことの出来る子どもたちを頼もしく感じ

ました。８月に開花時季を迎えました。一粒一粒の花が愛らしく，畑中に咲き誇るそばは

白い絨毯を敷いたような目にやさしい風景で、豊作の予感に心が踊りました。稔りの時季

には，多くの小鳥が訪れそばの実をついばむ姿を見てほほえましく思って見ていました。 
秋；９月末に実が熟し，いよいよ刈り取りの時季となりました。刈り取り係と運搬係，

干し係の３グループに分かれ作業をしました。「鎌を使うのが怖そうだから，リヤカーにし

ようっと」「面白そうだな」といった様々な思いを持ちながら，そばの収穫が始まりました。

最初は，恐る恐る鎌を使っていた子どもたちでしたが，時間とともに慣れ，非常に手際の 
 

良い作業となりました。昨年は，片岡さん，教頭，そして，校長の三人だけの刈り取りで 
寂しいものでしたが，今年は，３年生との合同作業で笑い声が響き渡る楽しい学習となり

ました。額に汗する頃は，余すところ３分の１ほどとなりました。給食の時間を迎えるこ

ととなり途中で作業を終えましたが，東屋いっぱいのそばは，大豊作を予想させるもので

した。刈り取りから２０日ほど乾燥させ，唐竿（からさお）を使って脱穀をしました。唐

竿の扱いは結構難しくコツをつかまなければ何をしているのか分からない状態になります

が，子どもたちは，何回か唐竿を回転させているうちに上手く落とせるようになりました。

ところが，そばの実が昨年よりも少なく不思議に思いましたが，どうやら小鳥の仕業らし

くその被害は甚大で，大半を食べつくされてしまったようです。今年は昨年より作付面積

を増やしたのですが収量は１/3 以下の６ｋｇでした。どうして農家の皆さんが訪れる小鳥

に神経質になっているのかが分かりました。しかし，この失敗を通して，「来年は，子供た

ちと一緒に，案山子や鳥の寄せつけない方法を考えよう」という楽しみも見つけました。 
１０月の中ごろに「ねんりん」に行って，唐箕（とうみ）で実とごみに分けました。肌

寒く雨の心配もありましたが，施設の先生の説明の後，作業に取り掛かりました。何しろ

スクリューを回転させて起きた風でゴミやわらを吹き飛ばすのですから，大変です。レバ

ーを回す係，実を唐箕に落とす係，そして分別されたゴミと実を集める係に分かれました。

大きなマスクをしての作業にもへこたれず，体中ゴミとわらだらけになりながら汗を流し

ました。その後，室内で，石臼を使って粉ひきに挑戦しました。小さなゴミが取りきれて

いなかったので，一粒一粒実を寄りだして石臼で挽きました。ゴロゴロと石臼を回すと溝

から白い粉が落ち出し，種まきから収穫と苦労の結果出来上がったそば粉を見て，大きな

歓声が上がりました。 
今年は子どもたちが種まきから収穫，そして，唐竿，唐箕，石臼を実際に使うことによ

り先人の苦労を学び，日本の食の文化に触れることができ，大変意義深い活動になりまし

た。農薬を一切使わず，天と地の恵み，そして子どもたちの思いで打たれたそばは本物の

スローフードであり日本一の味でした。 
 
本校の総合的な学習の時間も終盤となりますが，

その間様々な人との係わりを通して学習できたこ

とを嬉しく思っています。それぞれの学年が，課題

に沿った計画を立て，課題解決へと学習を進めて参

りましたが，保護者・ご家族・地域の皆様のご支援・

ご協力のお陰で無事終えることができたと思って

います。地域の皆様に愛され慈しみ育てられている

子どもたちは本当に幸せ者だと思います。学習にご        カラ竿を使って脱穀体験 
協力してくださいました皆様に感謝申し上げます。ありがとうございます。 
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輝いた ヒーロー達！～学習発表会 
 先日の「学習発表会」にはたくさんの方にご来場いただき、子ども達の精一杯の

演技や演奏をご覧いただきました。お陰をもちまして子ども達は練習の成果を存分

に発揮することができました。ありがとうございました。 

 

１年生 

ミッキーマウス

マーチ他 

２年生  

きつねの         

おきゃくさま 

 

３年生 

ドラえもん 他 

 

１年生  

めざまし体操 

 

 

４年生 

西遊記 

 

３年生  

新 YOSAKOI     

ソーラン 

 

５年生 

童謡メドレー他 

 

６年生  

さとうきび畑    

の唄 

  

研み

・
仲な

・
身み

の
話
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そば打ちの手ほどきを受ける３年生 

 １１月３０日に３年生がソバ打

ち体験学習を行いました。学校の

畑で校長先生と一緒に育てたそば

粉を使って、芽室町蕎麦同好会の

みなさんにお手本を見せていただ

きながら一生懸命に打ちました。

自分の手で打ったおソバは格別の

味わいのようでした。村越会長ご

夫妻と倉金様、また、製粉にご協

力いただいた「びばいろ」の竹内

様、お世話になりました。本当に

ありがとうございました。  
  

 

 

 

 

 

 

 

 
お父さんと一緒にイモ版作り（１年生） 

１２月１日に第４回地域参観日を 

行いました。各学年ともに子ども達 

の学習の様子をご覧いただきました。 

その中で、４年生は道徳「自分とい 

う命」の授業を行い、「自分らしさ」 

や「ちがいを認め合うこと」などに 

ついて学習しました。保護者の皆様 

にも是非考えていただきたい内容で 

した。お忙しい中、ご来校いただき 

誠にありがとうございました。次回 

は、２月１６日（金）に祖父母参観 

日を行う予定です。 

  

 
１２月の主な行事 

 

１日（金）第４回地域参観日  

安全を考える日 安全点検日 

４日（月）２０周年運営委員会 

５日（火）児童会 

６日（水）クラブ ＰＴＡ役員会議 

７日（木）６年生読み聞かせ 

８日（金）町内作品展（～１３日迄） 

１２日（火）児童会 

１４日（木）午前授業（評価業務） 

      １年生読み聞かせ 

１５日（金）午前授業 安全点検日 

１５日（金）めむろまるごと給食 

１８日（月）午前授業（評価業務） 

      大掃除週間（～２２日迄） 

１９日（火）児童会 

２０日（水）クリスマス集会 

２１日（木）２年生読み聞かせ 

２２日（金）第２学期終業式  

全校集会 

２３日（土）  

      冬季休業～１／１６ 

２９日（金）学校閉鎖～１／３ 

 

 


